
早植コシヒカリの安定生産のための施肥法及び生育診断指標

1．試験のねらい

　　栃木県の水稲主要品種である「コシヒカリ」は食味が良好である反面倒伏に弱く、月蹄管理が

　難しい品種である。そこで生育診断に基づいた肥培管理法を確立する目的で、安定生産のための

　施鹿法友び生育診断指標について検討した。

2一試験方法
　　昭和5－7年から60年まで、農業試験場内水田（厚層多腐植質多湿黒ボク土）において、基肥

　量、水管理二追肥（穂肥、実肥）の有無二施用時期を変え、コシヒカリの安定生産のための施肥

　法、，生育診断指標について検討し、その目安を得た。なお移植時期は5月上旬の早植、栽植密度

　は㎡当り23．8株（30x14㎝）、1株4本植とした。

3　試験結果及び考察

（1ジ施肥法については、基肥窒素量を従来よりも抑え、穂肥、実肥を施用することによって玄米

　　収量は高まった（図一1）。一方、倒伏への影響では穂肥だけの施用に比べ、穂肥・実肥施用

　　の方が倒伏程度が軽減され（図一2）、コシヒカリの安定栽培には、基肥窒素の減肥一穂肥一

　　実肥の施肥体系が有効であった。基肥窒素斧減肥する場合、水管理は問断灌水（生剤亨応じて

　　軽い中干）の体系が良かった。

　（2　間断灌水標準体系（穂月巴、’実肥施用～に湖才る生育診野旨標」を策定し牟。収量は登熟期問の

　　天候によって当然左右され、収量そのものを予測することは困難であるが、栽培的に収量を決

　　定づける要因として、単位面積当りの総籾数及び倒伏程度を選び、生育診断指標の目安とした。

　　生育途中の諸形質とこれら2要因との関係は、倒伏程度は茎数及ぴ葉色x茎数値と、総籾数は

　　葉色及び棄色x茎数値と相関が高く、また相関の高い時期は出穂前30日及び最高分げつ期で、

　　次いで移植後35日であった（表一1、表2）。

　13）最適総揮数は生育期問の天侯によって異卒り、・低温・寡照の前2年（57，58年）では

　　3a－q00／㎡程度、好天候であった後2年（．59，60年）で俸34∵000澤度と考えられ

　　る（図一3一）。’倒伏と総籾数との関係からは、倒伏の許容隈界の3．5で3’4，000程度、2．5

　　～3．0で33，000程度と判定される。（図一4）
　（4）天侯の異なる年次別に診断指標と’総籾数との関係をみると、天侯の悪い年次（前2年）では、

　　葉色X茎数値が高い割りに綾籾数が少なかった。」倒伏は全年次を通じて茎数、葉色X茎数値と

　　相関が高かつた。，そこで総籾数について停天候の異なる年次別1亨、倒伏については全年次を通

　　じて2次回帰を求めると相関の高い回帰式が得られた（表一3、表一4）。また、前2年の総

　　籾数32；00ρと、．後2年の総籾数34，000の指標（葉色x茎数値）が比較的近く、異なる

　　年次を通じた指標となbうると判断される。

一23一



（k9■a）．

　　6日

　　55

玄・50
米

重　45　　　　　　　　　圭　　　1，

　　珊

　　35

　　亨藺舳㈹㈹・・・…棚・…1㈹・・1l…舳1・・11…．・
　　　330　　　　6台日　　　　230　　　　43日　　　　63⑦　　　　23②　　　　43日　　　　63②

図一1

　56年一　　■　57年二　　一　　58年、
施肥法の違いによる玄米収量への影響L

　．凡例）　43♂　一実肥施用量（N　．0．3㎏／a〉二．

［二灘蝋11繊1

倒

伏

ヨ程

度

鋤3336②a633湖233棚43368a633幽233棚43368匂633　湖　　棚　　230　伽　　630　230　棚　　630、

　　　　　　56年　　　57隼
　　図一2　施肥法の違いによる倒伏程度の影響’

（紐・）

玄

米

重

60　．57年　　　　　　★’工

　　▲58年
　　・・59年一

。。★60年

、40

　1（’
　1　1
　l　1’　★
　●　　　■　■

　●　　　●　●

　一260280300320346I’360
　　　　総禦翠’（・1・粒■や

図一3　玄米重と総籾数との関釦

　　　　　　　　　　　一24一

　5

倒4
伏

程3
一一度

　2

　1

　d

58年一

’・一57牟去60年

★

　．16g18030032ぺ34パ360
　　　　輝籾数　（x∫1gO粒■皿「ジ

図一4I倒伏程度と総籾数’との関係



表一1 生育途中の形質と収量関係形質との相関係数

形 質 稗長 穂数 1穂籾数 総籾数 玄米重 倒伏
草 丈 0175 一 ・ ・ ・ 一

茎数 T ・ 0．89 一 0．66 一 0．97

葉色 C 0．69 0．74 ・ 0．94 一 0．80

T　× C ・ 0．88 ・ 0．84 ・ 0．95
注・）形質は出穂前30目。間断灌水標準体系のみ。

　　　　　相関係数は5％・水準で有意なもの6

表一3　総籾数と葉色及び葉色x茎数との乞次回帰式・

年　　X 時期 回　帰　武　　　相関凍数

十35
Y＝54台．1－170．7X＋24．7Xテ　　　　　0255

葉色 最分期 Y，215．8＋161．3X－10．2X〒　　　　0．949

57 一30 Y＝一18．1＋89．8X－2．9X　　　　　．　0．979

58 一15 Y二54．2＋58．1X－0．4×2　　　　　　　－0．804

年 十35 Y＝　94，70’4＋＋0刀88X－6．6E－6X！0．954

葉色X 最分期 Y＝137，521＋＋0，066X－4．0E－6Xチ0．957

茎数 一30 Y：1C7，338＋　0刀95X一琴．6E16×　0．966

一15 Y＝10－4－405＋二0，102X－8．7E－6×0．937

十35 Y，24243お十9176．7X－855．4X干0．580

葉色 最分期 Y＝328．0－47．2X＋g．6×2　　　　　　　0237

59 一30 Y圭55－43＋334々X－30．0×　　　　　0248

60 一15
Y：【77ラ．8＋696．7文一1042Xテ　　　01932

年 十35
Y＝　58，230、十0，125X－8．1E－6Xチ　0．986

葉色X 最分期 Y：202510＋0，050X－2．5E二6X－　0．986

茎数 一30 Y＝142，265＋0，100X－9．8E－6×　　0．979

一15 Y：一10，197＋0，512X－18E－4Xチ　0．397

表一2 時期別形質と総籾数、倒伏と

＝の相関係数

形質 時期
総籾数　　倒　　伏

A　　B　　A　　B

　　　十35
茎数　最分期

　　　一30

　　　一．15

0，40

0，71

0，62

0．47

　＿0，82
0，77　0，88

0，66　　0．90

　＿0．83

0，82
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0，97

0．82
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一、15
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0，78　0．80

葉色十

　茎数

十35
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－15
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0．74

0，61　0，80

0．9．10．84

084　0．90

　＿0．60
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注）A：全区

　　のみ

B：問断灌水標準体系

注）間断灌水標準体系のみ、Yは総籾数（不100粒／㎡）
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表一5　生育診断指標値

時　　　期 葉色X茎数値

移植後35目　2，800～3，3σ0

最高分げっ期　3，400～3，600

出穂前30日　2，900～3，100

出穂前15日　2；000～2，200・

茎数／㎡　　　葉　　色※

570～640　　5．0～5．2

690～730　　4．7～5．1

660～700　　4．3～4．5

530～550　（3．8～4．1）

．※葉色はフジカラr葉色揮による。

（5）輝籾数32，00，0／㎡（天候1不良年）～34・000（良天侯年）・一倒伏3・5以下・収量54

　　～60鳩／a・を目標にするとゾ生育時期別の診断指拝・すなわち葉色x茎数値・茎数・葉色は

　　それぞれ、移植後35日では2，800～3，300，570～640，5．0～写．2、．最高分げっ

　期では、3，400～3，600，690～730，4．7～5．1、出穂前30日で、2，900～

　　3，100，660～700，4．3～4．5となった（表一5）。診断指標の地域差は羊とレて茎

　　数の推移に現れると考えられ、さらに検討を要する。

（6）生育診断の結果、適正範囲をはずれている場合、下記のような珂応技術を施す必要があると

　　考えられる。

　　①　指標値を上回っている場合・一・中干程度を強める。中干期間を長くする。穂肥時期を遅ら

　　　せる。（生育によっては穂肥の省略も考慮）穂肥を滅肥する。

　　②指標値を下回っている場合……中干を弱くし、問断灌水中心とする。・穂肥の時期をやや早

　　　める（出穂20～18日前）。穂肥を増肥する。

4　成果の要約

（1）昭和57年から60年まで、一コシヒカリの基肥量、水管理、追肥の有無、施用時期を変え、

　　安定生産のための施肥法、生育診断指標にっいて検討した。

（2〕施肥法については、基肥窒素量を抑え、穂肥、実肥を施用し、水管理は間断灌水（生育に応

　　じて軽い中干）の体系が安定生産のために良いと判断された。

（3〕安定多収のための最適総籾数は32，000～34，000／㎡と考えられる。

（4）総籾数及び倒伏程度を診断目標要因とし、それらと葉色、茎数、葉色×茎数値が、移橦後

　　35日～出穂前30目で相関が高く、葉色、茎数及び葉色×茎数値が生育診断指標として用い

　　ることができると考えられた。また葉色X茎数値は天候の異なる年次を通して、診断値として

　　有効であつた。

　（5）コシヒカリ安定生産のための、生育途中の主要時期別の生育診断指標値を策定した。

（担当者　作物部　山口正篤　栃木喜八郎　大和田輝昌　　土壌肥料部　吉沢　崇）
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